






















（若紫 1・二八0）、 「扇を鳴らしたまへば」 （若紫 1.二九0）や「扇はか
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『源氏物語jの引用は、 「日本古典文学全集」 （小学館、昭和 51年 11月）により 、その頁数を
も掲げた。
［注］
co r源氏物語大成 索引篇j （池田亀鑑編、中央公論社、昭和六十年四月）のデータによる。
ω『扇と扇絵j 日本の美と教養23、中村清兄、河原書店、昭和 44年8月
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める 「隠月」が関わっているが、賀茂真淵の 『源氏物語新釈jでは、雅楽の蘭陵王の 「日をかへす」
舞の手を踏まえての発言と理解すべきだという指摘があり、現に蘭陵王では梓をさしあげ、空をみる
所作があるところからすれば、団扇でなくともよいのではないかと尋ね、発表者は、それらも含めて
考えを深めていきたい、と答えた。
??? ?
